
   ２０２１年度 第 9 回 西日本放送番組審議会 

 

１．開 催 年 月 日  ２０２２年１月２１日(金) 締め切りによる書面開催 

２．委 員 総  数   ８名 

  書 面 参加委員   ８名 

             高 嶋 克 洋 委 員 長 

           佃  昌 道 委  員 

           森 下 聖 史 委  員 

           藤 村 晶 彦 委  員 

           片 岡 雅 子 委  員 

           岡 田 佳 子 委  員 

           山 﨑 達 成 委  員 

           古 市 聖一郎 委  員 

 



 

２０２１年度第９回番組審議会議事次第 

 【議   題】 

  テレビ番組  『 新しい生活・次の時代へ 岡山・香川 2021 』 

 
放  送  日  2021 年 12 月 31 日（金） 17：30 ～ 18:30 
 
制    作  RNC 西日本放送テレビ 

 

 【次回開催予定】 

  開 催 日  2022 年 3 月 8 日（火） 

  議   題  テレビ番組 

         『 特選うどん遍路 うどん愛スペシャル 2021 』   

  放 送 日  2021 年 12 月 29 日 (水) 16:35 ～ 17:30 

  制   作  RNC 西日本放送テレビ 
 



【議事概要】 
 
今回は、テレビ番組『新しい生活・次の時代へ 岡山・香川 ２０２１』を視聴していただ
きました。 
・この番組のもう一つの楽しみが、テーマとテーマの間に映る地元の景色、今年は、「堀池
のしだれ桜（綾川）」「備中松山城の猫城主」「まんのう町のひまわり」「豪渓のもみじ（総社
市）」、「後楽園の飛躍」どれをとっても満足のいく内容だった。 
 
・全体を通じて、ドローンが稼働し始めてから、これまでヘリコプターがなければ取れなか
った上空からの映像が増え、特に自然の画像について表現が豊かになったなあ、という印象
を持った。従来は基本的に地表からだけだったのが、今は俯瞰的な画像を楽しめ、地域の自
然の美しさを楽しめた。 
 
・真備のクリーニング店を再開された方、災害公営住宅に住めるようになった方のインタビ
ューを通して、災害復興の現在の状況が伝わってきた。また防災意識を高めるためにも東日
本大震災の話題につなげているのはいいことだと思った。 
 
・一時間番組ですが、全体を通して抑揚がないように感じられた。番組の終わりも次の時代
へ“という感覚もなくさらっとしていた。 
 
・スタジオの両アナウンサーもとても安定感があり、見ていて安心できた。 
スタジオの雰囲気も年末っぽく花が飾ってあって良かったように思う。 
との意見がありました。 
 
制作者からは、２０２１年は東京オリンピック・パラリンピックや衆議院選挙といった全国
的な話題が目立ったなかで、「コロナ禍 2年目」を軸に、エリアの動きや未来へのメッセー
ジをどのように伝えるべきか模索しながらの制作となりました。 
内容の深堀とテンポのバランスについてはさらに慎重に向き合って制作したいと考えてい
ます。２０２２年は「with コロナ」時代への模索が大テーマになりそうです。 
北京五輪、参院選、激動する国際情勢の地元への影響など、正確な情報発信とともに多角的
なニュース番組づくりに努力してまいります。との回答がありました。 
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